
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　景品球払出装置から排出された球を受け入れる打球供給皿と、
　前記打球供給皿に景品球が充満しているときオーバーフローする球を流下させるオーバ
ーフロー樋と、
　前記オーバーフロー樋を介して流下する球を受け入れて貯留する球貯留皿とを備えたパ
チンコ機において、
　前記オーバーフロー樋内に下端側を回動自在に軸支すると共に上端側に横向きのレバー
片を一体に形成した検知レバーを設けると共に、前記オーバーフロー樋の外方であって前
記検知レバーの対向位置に前記検知レバーのレバー片が接触するようにスイッチを固着し
、
　さらに、前記検知レバーに合成樹脂により一体成形した弾性片を設けて該弾性片の先端
が前記オーバーフロー樋の側壁内面に当接するようにし、
　前記オーバーフロー樋に球が充満すると前記レバー片がスイッチを押圧しスイッチをオ
ン動作させ、他方、前記オーバーフロー樋に球が充満していないときは前記弾性片によっ
て検知レバー スイッチ オン動作しない位置に回動付勢するようにし
　
パチンコ機。
【請求項２】
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を が 、
前記検知レバーに弾性片の押圧方向の撓みを規制するリブ片を設けたことを特徴とする

景品球払出装置から排出された球を受け入れる打球供給皿と、



　

　

　

　

　

　 パチンコ機。
【請求項３】
　
　

　

　

　

　

　
パチンコ機。

【請求項４】
　
　

　

　

　

　

　
パチンコ機。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
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前記打球供給皿に景品球が充満しているときオーバーフローする球を流下させるオーバ
ーフロー樋と、

前記オーバーフロー樋を介して流下する球を受け入れて貯留する球貯留皿とを備えたパ
チンコ機において、

前記オーバーフロー樋内に下端側を回動自在に軸支すると共に上端側に横向きのレバー
片を一体に形成した検知レバーを設けると共に、前記オーバーフロー樋の外方であって前
記検知レバーの対向位置に前記検知レバーのレバー片が接触するようにスイッチを固着し
、

さらに、前記検知レバーに合成樹脂により一体成形した弾性片を設けて該弾性片の先端
が前記オーバーフロー樋の側壁内面に当接するようにし、

前記オーバーフロー樋に球が充満すると前記レバー片がスイッチを押圧しスイッチをオ
ン動作させ、他方、前記オーバーフロー樋に球が充満していないときは前記弾性片によっ
て検知レバーをスイッチがオン動作しない位置に回動付勢するようにし、

前記弾性片に摘み部を設けたことを特徴とする

景品球払出装置から排出された球を受け入れる打球供給皿と、
前記打球供給皿に景品球が充満しているときオーバーフローする球を流下させるオーバ

ーフロー樋と、
前記オーバーフロー樋を介して流下する球を受け入れて貯留する球貯留皿とを備えたパ

チンコ機において、
前記オーバーフロー樋内に下端側を回動自在に軸支すると共に上端側に横向きのレバー

片を一体に形成した検知レバーを設けると共に、前記オーバーフロー樋の外方であって前
記検知レバーの対向位置に前記検知レバーのレバー片が接触するようにスイッチを固着し
、

さらに、前記検知レバーに合成樹脂により一体成形した弾性片を設けて該弾性片の先端
が前記オーバーフロー樋の側壁内面に当接するようにし、

前記オーバーフロー樋に球が充満すると前記レバー片がスイッチを押圧しスイッチをオ
ン動作させ、他方、前記オーバーフロー樋に球が充満していないときは前記弾性片によっ
て検知レバーをスイッチがオン動作しない位置に回動付勢するようにし、

前記弾性片に突起を設け、オーバーフロー樋の側壁には該突起に対応させて溝孔を設け
、弾性片の突起を溝孔に臨ませるようにしたことを特徴とする

景品球払出装置から排出された球を受け入れる打球供給皿と、
前記打球供給皿に景品球が充満しているときオーバーフローする球を流下させるオーバ

ーフロー樋と、
前記オーバーフロー樋を介して流下する球を受け入れて貯留する球貯留皿とを備えたパ

チンコ機において、
前記オーバーフロー樋内に下端側を回動自在に軸支すると共に上端側に横向きのレバー

片を一体に形成した検知レバーを設けると共に、前記オーバーフロー樋の外方であって前
記検知レバーの対向位置に前記検知レバーのレバー片が接触するようにスイッチを固着し
、

さらに、前記検知レバーに合成樹脂により一体成形した弾性片を設けて該弾性片の先端
が前記オーバーフロー樋の側壁内面に当接するようにし、

前記オーバーフロー樋に球が充満すると前記レバー片がスイッチを押圧しスイッチをオ
ン動作させ、他方、前記オーバーフロー樋に球が充満していないときは前記弾性片によっ
て検知レバーをスイッチがオン動作しない位置に回動付勢するようにし、

前記オーバーフロー樋の側壁内側に、検知レバーが軸から外れる方向に移動したとき、
弾性片が当接する阻止片を設けたことを特徴とする



【産業上の利用分野】
本発明は、打球供給皿からオーバーフローする球を球貯留皿に導くオーバーフロー樋に球
が充満すると遊技を停止状態にする遊技停止機構を設けたパチンコ機に関するものである
。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種の遊技停止機構を設けたパチンコ機は、例えば実開平３－１２２８８１号公
報に記載のものが知られている。この遊技停止機構は、図１５に示すように機構板１００
に形成されたオーバーフロー樋１０１内に配設される検知レバー１０２と、該検知レバー
１０２に対応して機構板１００に固着されるスイッチ１０３とにより構成されている。検
知レバー１０２は、下端が軸１０４により回動自在に軸支されると共に、上端に横向きの
レバー片１０２ａが一体に形成されており、通常はコイルスプリング１０５により付勢さ
れて図１５実線のようにレバー片１０２ａがオーバーフロー樋１０１内に引込んだ状態に
保持されている。そして、オーバーフロー樋１０１内に球が充満すると、その充満した球
によつて検知レバー１０２が押圧されて図１５鎖線のようにコイルスプリング１０５の付
勢に抗して回動し、これのレバー片１０２ａがオーバーフロー樋１０１の切欠溝１０１ａ
から突出してスイッチ１０３のアクチュエータ片１０３ａを押圧し、該スイッチ１０３を
オン動作させ、これによって打球発射用のモータを停止する等して遊技を行なえないよう
にしている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従来の遊技停止機構において、検知レバー１０２を付勢するコイルスプリング１０５は、
これの一端を検知レバー１０２の突起部１０６に嵌め、他端はオーバーフロー樋１０１の
側壁１０１ｂ内面に当接して支持されているだけであるため、検知レバー１０２を組付け
る場合に該検知レバー１０２から外れ易く、しかも外れるとその弾力によって飛びはねて
捜すのに苦労したり、紛失し易いという問題点があった。
【０００４】
また、検知レバー１０２は、オーバーフロー樋１０１内に軸支された状態で該オーバーフ
ロー樋１０１の開口上面に取着されるカバー１０７によつて外れないように支持されてい
るだけであるため、カバー１０７が装着されていない状態では簡単に外れて脱落してしま
うという問題点があった。特に、最近のパチンコ機は、流れ作業によつて組立てられてお
り、検知レバー１０２とカバー１０７とが別工程で組付けられることが多いため、その工
程の途中で検知レバー１０２やコイルスプリング１０５が外れて脱落するという事態が多
く発生して作業性を著しく悪くしていた。
【０００５】
本発明は、従来技術の有するこような問題点にかんがみてなされたものであり、その目的
とするところは、簡単な構成によりコイルスプリングを不要として検知レバーの組付けを
容易にすると共に、検知レバーがオーバーフロー樋から脱落するのを防止するようにして
組付け時の作業性を向上させようとするものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために、本発明は、景品球払出装置から排出された球を受け入れる打
球供給皿と、該打球供給皿からオーバーフローする球を流下させるオーバーフロー樋が形
成された機構板と、該オーバーフロー樋を介して流下する球を受け入れて貯留する球貯留
皿と、前記オーバーフロー樋に充満した球によって回動する検知レバーおよび検知レバー
の回動によつてオン動作するスイッチとからなる遊技停止機構とを備えてなるパチンコ機
において、前記弾性片によって検知レバーをスイッチをオン動作しない位置に回動付勢す
るようにしたものである。
【０００７】
そして、上記検知レバーは、弾性片が折損しないようにするため、弾性片の押圧方向の撓
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みを規制するリブ片を設けることが好ましい。
【０００８】
また、検知レバーの組付けを容易にするため、弾性片に摘み部を設けるとよい。
【０００９】
また、検知レバーの脱落を防止するため、弾性片に突起を設け、オーバーフロー樋には突
起を臨ませる溝孔を設けることが好ましい。
【００１０】
さらに、同じ目的でオーバーフロー樋の側壁内側に弾性片が当接可能な阻止片を設けるよ
うにしてもよい。
【００１１】
【作用】
検知レバーに形成した弾性片は、オーバーフロー樋に球が充満していないとき、該オーバ
ーフロー樋の側壁に当接してその弾性力により検知レバーをスイッチをオン動作しない位
置に確実に回動付勢する。そして、オーバーフロー樋に球が充満すると押圧されて変形し
、これによつて検知レバーが回動してスイッチをオン動作するように機能する。
【００１２】
【実施例】
以下、本発明の実施例を図面を参照して説明する。図１は本発明に係るパチンコ機の正面
図。図２はその裏面図である。図において、１はパチンコ機、２はその前面枠、３は前面
枠２の裏面に着脱自在に装着された遊技盤である。前面枠２の下方部には打球供給皿４と
球貯留皿５とが設けられ、遊技盤３の裏面には機構板６が開閉可能に装着されている。
【００１３】
機構板６は、図２に示すように遊技盤３の裏面と相対する前面側に入賞球集合部７が形成
されている。また、機構板６の裏面の上部には景品球タンク８が固着されている。景品球
タンク８の下方には景品球を整列して景品球払出装置９へ導くためのタンクレール１０が
設けられている。景品球払出装置９の下方には、払出された景品球を打球供給皿４に導く
景品球排出樋１１と、打球供給皿４に景品球が充満しているとき、該打球供給皿４からの
余剰景品球を球貯留皿５にオーバーフローさせるオーバーフロー樋１２が形成されており
、該オーバーフロー樋１２の下端出口付近に遊技停止機構１３が配設される。１４は景品
球排出樋１１およびオーバーフロー樋１２の後面開口に被着されたカバーである。
【００１４】
遊技停止機構１３は、図３および図４に示すように検知レバー１５とスイッチ１６とによ
り大略構成される。検知レバー１５はオーバーフロー樋１２内に配設され、かつ下端の筒
部１７を機構板６に突設された軸１８に嵌挿して回動自在に軸支されており、上端には円
弧状をなす横向きのレバー片１９が一体に形成されている。また、レバー片１９の先端に
はストッパー部１９ａが形成されている。前記軸１８は、図１４に示すように大径部１８
ａと小径部１８ｂとを有し、筒部１７の先端を大径部１８ａで受けるようにして検知レバ
ー１５の回動時の接触摩擦を少なくするようにしている。
【００１５】
前記スイッチ１６は、本実施例ではマイクロスイッチによる接点が常開形式のものであり
、検知レバー１５に対向させてオーバーフロー樋１２の外方に位置した機構板６に固着さ
れている。そして、これのアクチュエータ片２０と検知レバー１５のレバー片１９の先端
とが接触状に位置するように設けられている。また、スイッチ１６は、打球発射用モータ
２１の電源回路に接続されている。なお、２９はスイッチカバーであり、係止爪片３０に
よって機構板６に着脱自在に取付けられている。
【００１６】
しかして、前記検知レバー１５は、オーバーフロー樋１２内に球が充満していないとき、
コイルスプリングによりスイッチ１６をオン動作させない位置に回動付勢されているのが
通常であるが、本発明においては、図３ないし図５に示すように検知レバー１５のレバー
片１９の下端に細長の弾性片２２を合成樹脂による一体成形で形成し、該弾性片２２をオ
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ーバーフロー樋１２の側壁１２ａ内面に当接させるようにしている。
【００１７】
　これによって、検知レバー１５は、オーバーフロー樋１２内に球が充満していない通常
時には、図４実線のように弾性片２２の弾性力によって １９の先端がオーバーフ
ロー樋１２の側壁１２ａに形成した切欠溝２３から外方に僅かに突出した状態に付勢され
、ストッパー部１９ａによってその位置に弾発保持されることになる。そして、オーバー
フロー樋１２内に球が充満すると、その球によつて検知レバー１５が図４鎖線のように押
されて弾性片２２の弾発力に抗して回動し、これのレバー片１９でスイッチ１６のアクチ
ュエータ片２０を押圧して該スイッチ１６をオン動作させる。同時に打球発射用モータ２
１の電源回路が開成されて該モータ２１による打球の発射が停止される。
【００１９】
また、図７および図８は検知レバー１５に弾性片２２の押圧方向の撓みを規制するリブ片
２４を設けたものである。このようにリブ片２４を設けることにより、検知レバー１５を
取付ける際に弾性片２２が必要以上に強く押されてもリブ片２４に当ることになるため、
弾性片２２が折損したり弾性力が消滅する等の事故を防ぐことができる。また、図９およ
び図１０は弾性片２２に摘み部２５を設けたものである。このように弾性片２２に摘み部
２５を設けたことにより、該摘み部２５を持ちながら検知レバー１５を取付けることがで
き、その取付け作業が容易となる。
【００２０】
図１１ないし図１３は他の実施例を示すもので、図１１および図１２は弾性片２２に突起
２６を設け、オーバーフロー樋１２の側壁１２ａに該突起２６に対応させて溝孔２７を設
け、該突起２６を溝孔２７に臨ませることにより、検知レバー１５の脱落を防ぐようにし
たものである。また、図１３はオーバーフロー樋１２の側壁１２ａ内側に検知レバー１５
が軸が外れる方向に移動したとき、該検知レバー１５の弾性片２２が当接する阻止片２８
を設けたものである。
【００２１】
上記実施例の場合、いずれもパチンコ機の組立て時において検知レバー１５を取付けた後
、カバー板１４を装着しない状態で機構板６を次の工程に移動させたり、持ち運ぶような
ことがあっても検知レバー１５が機構板６から外れて脱落するようなことがなくなり、作
業性が高められる。
【００２２】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、遊技停止機構を構成する検知レバーに弾性片を設
け、該弾性片によつて検知レバーを回動付勢するようにしたため、コイルスプリングが不
要となり、部品点数を少なくすることができて経済的である。また、検知レバーを機構板
に組付ける場合にコイルスプリングが外れないように配慮する必要がなくなり、著しく作
業性が高められる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るパチンコ機の正面図である。
【図２】図１のパチンコ機の裏面図である。
【図３】遊技停止機構部分の斜視図である。
【図４】カバー板を外して示す遊技停止機構部分の正面図である。
【図５】検知レバーの斜視図である。
【図６】検知レバーの他の実施例の斜視図であり、弾性片をビス止めしたものである。
【図７】検知レバーの他の実施例の斜視図であり、リブ片を設けたものである。
【図８】図７の検知レバーの取付け状態を示す正面図である。
【図９】検知レバーの他の実施例の斜視図であり、弾性片に摘み部を設けたものである。
【図１０】図９の検知レバーの取付け状態を示す斜視図である。
【図１１】検知レバーの他の実施例の斜視図であり、弾性片に突起を設けたものである。
【図１２】図１１の検知レバーの取付け状態を示す斜視図である。
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【図１３】図５の検知レバーの取付け状態を示す他の実施例の正面図である。
【図１４】検知レバーの軸支部分の断面図である。
【図１５】従来技術の説明図である。
【符号の説明】
４　　　　　打球供給皿
５　　　　　球貯留皿
９　　　　　景品球払出装置
１２　　　　オーバーフロー樋
１３　　　　遊技停止機構
１５　　　　検知レバー
１６　　　　スイッチ
２２　　　　弾性片
２４　　　　リブ片
２５　　　　摘み部
２６　　　　突起
２７　　　　溝孔
２８　　　　阻止片
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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